






























Ａ＝動詞句 [様態の副詞＋[補語＋述語]] ：動作        
Ｃ＝節 [制限的修飾句＋[主語＋[[Ａ＋（否定）]＋時制]] ：事態 
Ｃ＝主節 [非制限的修飾句＋[主題＋[Ｂ２＋モーダル]]] ：判断     







    Ｂ＝節   事態のタイプ 
    Ｃ＝主節  判断 
    Ｄ＝発話   伝達 
















































ている ない た       だろう ね 
(節ではない） 喜んで × × × × × × 
ヴォイス分化節 ～ながら ○ × × × × × 
アスペクト分化
節 
～ずに ○ ○ × × × × 
肯定否定分化節 ～とき ○ ○ ○ △ × × 
テンス分化節 ～ので ○ ○ ○ ○ × × 
対事ムード分化
節 



























































たとえば、「ながら」「から」などの接続助詞を conj と名づけ、それが受ける要素を X、X




ここで X と Y は同じ深さの階層になる。conj は付加句を作る主要部とすると、この構成
























































A. 接続助詞は同一の統語・意味タイプを取る 2項述語である。 
B. Aから、野田の一般化が導出できる。 
C. トは節を A類の節に変える役割を果たすという意味で Aの例外である。 
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